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報に基づく将来の業績に関する見通しであり、これらにはリスクや不確実性が内在しております。

かかるリスク及び不確実性により、実際の業績等はこれらの見通しや予想とは異なる結果とな
る可能性があります。

本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開された情報等から引用したものであり、かか
る情報の正確性、適切性について、当社は何らの検証も行っておらず、またこれを保証するもの
ではありません。
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会社概要

3©FUSION Co., Ltd. 

0１.



会社概要
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フュージョン株式会社商 号

設 立 1991年12月（H3年12月）

資 本 金 213,128,612円（2024年7月現在）

発行済株式総数 1,440,600株（2024年7月現在）

上 場 市 場 札幌証券取引所アンビシャス市場

代 表 者 代表取締役社長 佐々木 卓也

本社所在地 札幌市中央区北四条西四丁目１番地

東京オフィス 東京都千代田区麹町２丁目４番

福岡オフィス 福岡市中央区天神１丁目４-１

従 業 員 数 94名

（役員、パート、派遣含む。2024年7月現在）

事 業 内 容 総合マーケティング支援事業

第三者認証 ・プライバシーマーク
（JIS Q 15001:2006）

・ISMS
（ISO/IEC27001：2013及びJIS Q 27001:2014）



会社概要（経営理念）
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会社概要（社員の構成）
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会社概要（働く環境）
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成長を支援し、魅力的な人の集まりを創る



会社概要（主な認定）
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事業内容
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事業の特徴
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CRMとは、「Customer Relationship Management」の略であり、日本語では「顧客関係管理」と訳されます。

顧客情報を管理・分析し、顧客と良好な関係を構築・維持するためのマーケティング手法です。



業界の現状と課題
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「ビッグデータ」という言葉が流行になるなど、昨今データを

用いたマーケティングは一般的になりました。また、2025年

には世界のデータ量が175ゼタバイトに増加、データ量の3割

がリアルタイムデータになるなどの予測がされています。

多くの企業は一貫性のある優れた顧客体験のためにデジタ

ル化を推進し、消費者はリアルタイムで膨大なパーソナライ

ズされた顧客体験を享受するようになりました。その結果、

受け取る情報量の多さに消費者は疲弊するようになってき

ました。

このような低品質な顧客体験は消費者の離反の原因になっ

ており、今後は顧客体験の「質」が問われるようになってきて

います。

マーケティングデータ量の

急速な増加

人口減少に伴う顧客数増加の困難さ、

顧客の取り合い
CRMへの注目

日本人の人口は2030年には1億1638万人、2060年には8877

万人になると予測されています（出所：総務省「人口推計」、

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口

（2017）」）。

人口の減少に伴い企業は顧客数を伸ばすことが難しくなっ

ていき、企業間で顧客の取り合いになることが予想されま

す。そのため、獲得した顧客を維持するためのCRMに軸足を

置いたマーケティング活動が今まで以上に重要になります。

CRMはマーケティング分野で注目を浴びており、例えば、

日経クロストレンドの「今後伸びるビジネス」2023年下半期ラ

ンキングのマーケティングで第2位となる等、将来性や経済イ

ンパクトが予測されています。

CRMとは、「Customer Relationship Management」の

略であり、日本語では「顧客関係管理」と訳されます。

顧客情報を管理・分析し、顧客と良好な関係を構築・維持するた

めのマーケティング手法です。



事業の全体像
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プロジェクトの進め方
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他社との違い
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202５年2月期第１四半期

決算概要
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2025年２月期１Q 業績サマリー
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◼ 売上高は前期を上回ったものの、営業利益、経常利益及び四半期純利益は前期を下回る結果に。

23,295千円

－2.1％前年同期比

営業利益

20,563千円

－13.2％前年同期比

経常利益

19,993千円

－10.8％前年同期比

四半期純利益

427,142千円

＋9.0％前年同期比

売上高

⚫売上高：主力のCRM支援分野でアナリティクス案件及びリサーチ案件が伸長。また、サービス運営支援分野でＥＣの領域で

 大型プロジェクトのリリース業務支援及び定期的な業務支援を追加受注。

⚫営業利益：採用活動の強化に伴い関連費用が増加したことにより減少。

⚫経常利益、四半期純利益：営業利益と同じ傾向で減少。



サービス分野・領域別売上高内訳
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◼ 主力のCRM支援分野でのアナリティクス、コンサルティングの伸長が売上増加に寄与。

◼ サービス運営支援分野では、ＥＣの売上が堅調。

サービス区分 サービス領域

CRM支援分野

コンサルティング

アナリティクス

クリエイティブ

テクノロジー

オペレーション

サービス運営支援分野
POSデータ開示

EC

教育支援分野
eラーニングサービス

セミナー

8.2%

16.5%

41.5%

5.7%

8.1%

8.6%

11.4%

0.1%

80.0%

19.9%

0.1%

■ コンサルティング

■ アナリティクス

■ クリエイティブ

■ テクノロジー

■ オペレーション

■ POSデータ開示

■ EC運用

■ eラーニングサービス

■ CRM支援分野

■ サービス運営支援分野

■ 教育支援分野



業種別売上構成比

売上高の推移と業種別内訳
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◼ 法人サービス業及び金融業に対するビジネスが伸長し、売上増加に寄与。

◼ 主力の小売業のウエイトは横ばいで推移。

単位：百万円

30.8%

17.5%21.9%

9.4%

3.5%

7.9%

5.2%

3.8%

四半期別売上高推移
（2023年2月期～2025年2月期）

■ 小売

■ 消費財

■ 法人サービス

■ 食品

■ 消費者サービス

■ 広告・情報通信サービス

■ 金融

■ その他
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損益の状況
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2024年2月期１Q 2025年2月期１Q 増減額 増減率

売上高 ３９１,791 427,142 35,351 9.0%

売上原価 231,656 257,073 25,417 11.0%

売上総利益 160,134 170,069 9,934 6.2%

販売費及び一般管理費 136,331 146,773 10,441 7.7%

営業利益 23,802 23,295 △507 △2.1%

営業外収益 11 4,097 4,086 36,230.2%

営業外費用 125 6,829 6,704 5,333.4%

経常利益 23,688 20,563 △3,125 △13.2%

特別利益 39 － △39 －

特別損失 1,092 245 △847 △77.5%

税引前当期純利益 22,634 20,317 △2,316 △10.2%

法人税等 227 324 97 42.6%

当期純利益 22,406 19,993 △2,413 △10.8%

（単位：千円）

採用強化に伴い
関連費用が増加



資産・負債の状況
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2024年2月期末 2025年2月期1Q末 増減額 増減率

資産 595,703 593，465 △2,238 △0.4%

流動資産 412,818 409,956 △2,861 △0.7%

固定資産 182,885 183，508 623 0.3%

負債 217,060 194，828 △22,231 △10.2%

流動負債 189,110 174，529 △14,581 △7.7%

固定負債 27,949 20,299 △7,650 △27.4%

純資産 378,643 398,636 19,993 5.3%

自己資本比率 62.9% 66.5%

（単位：千円）

自己資本比率は
66.5%と前期末
から3.6%上昇



202５年2月期トピックス
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第38回全日本DM大賞で金賞受賞！同アワード17年連続の受賞
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◼ 金賞を受賞！DM単体の成果に加え、デジタル施策との補完・相乗効果にも高い評価を得て、17年連続の受賞

（2024年３月）

⚫ アシックスジャパン株式会社様/

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン様で金賞と特別賞

ブランド40周年を記念して、顧客への感謝の気持ちとブランドに込め

た「想い」を伝え、顧客とのさらなるエンゲージメント強化を目指した。

アシックスウォーキングの開発に至った想いと40年の歩み、これからに

ついての想いを盛り込んだ。

※全日本DM大賞（主催：日本郵便株式会社）は、DM施策に対する日本最大のアワード

広告主：株式会社スプリックス様広告主：株式会社ポーラ様 広告主：三井住友カード株式会社様



TOPPAN株式会社、株式会社WizWeと習慣化支援サービスを提供開始
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◼ 背景と狙い

ウェルビーイングはポストSDGsの2023年以降におけるグローバルアジェンダとして

注目されています。

変革を推進していく上での重要な要件の一つが、生活者視点での新しい価値創造で、コ

ロナ禍を経て、人びとは「自分らしくいきいきと生きること」を重視する傾向にあります。

このため企業が提供する商品やサービスは、単純な機能や価格の競争ではなく、一人一

人のウェルビーイングに貢献できるかという視点で価値を捉えなおすことが必要です。

今回、企業の生活者向けウェルビーイング事業を支援し、生活者のウェルビーイングな

状態を高めるために３社の知見と強みを活かした習慣化支援サービスを提供していき

ます。

◼ 習慣化支援サービスの概要

⚫ 顧客中心の体験を重視した習慣化支援サービスの提供

⚫ データ分析による顧客の行動と健康状態の因果関係導出

【３社の役割】

TOPPAN：顧客体験設計、タッチポイント開発（アプリ/各種SNS）全体管理

フュージョン：CRM設計

WizWe：「Smart Habit」の運営



ISラボ社と業務提携、新サービス『顧客ロイヤルティ可視化サービス』をリリース
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◼ 背景と目的

顧客ロイヤルティの向上は、LTVを最大化し長期的な収益の安定を実現するために不可欠です。顧客の心理ロイヤルティを把握する手法として

は、顧客満足度調査やNPSⓇ調査などによる定量的な可視化が行われることが多い一方、何がどの程度ロイヤルティに影響を及ぼしているの

かは把握しづらい側面がありました。

今回当社は、こうした課題を解決するためISラボ代表である渡部弘毅氏と業務提携契約を締結し、当社が提供するCRM支援サービスの課題設

定フェーズに渡部氏の持つ心理ロイヤルティ可視化のフレームを組み込んだ『顧客ロイヤルティ可視化サービス』を共同開発しました。

◼ サービスの特長

『顧客ロイヤルティ可視化サービス』では何がどのように心理ロイヤルティに影響を与

えるかを構成する要素である『ロイヤルティドライバー』を洗い出し、ロイヤルティドラ

イバーごとに顧客満足度の詳細調査を行います。これにより、CRMにおける課題設

定やあるべき姿の検討が心理ロイヤルティの面から可能になります。

１．３階層での構造化と定量化

何の提供価値がどのように顧客ロイヤルティに影響を与えているかを３階層で構造化・定量化できます。

２．ロイヤルティドライバーの６つの法則

ロイヤルティドライバー満足度や琴線感度、体験率などに応じて心理ロイヤルティを構造化・定量化できます。

３．数値に基づいた科学的なマネジメント

LTVへの収益貢献度がわかり、定量化の結果数値に基づく科学的なロイヤルティマネジメントができます。



地域社会との関り積極的に行っています

25©FUSION Co., Ltd. 

◼ 高校生や大学生にマーケティングやデータサイエンスの授業を実施

SDGｓ ４．質の高い教育をみんなに

●

●
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